
平成１７年（２００５）５月 ��

「ふきのとう」絵手紙
西林和子さん（成羽町成羽）

「八ケ岳」日本画
江草正光さん（備中町平川）

「 椿 」切り絵
島田一美さん（有漢町上有漢）
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●未発表の作品に限ります。
●一人一品とします。
●絵画は、その写真をお送りください。
●住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ、
お送りください。
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作品の募集について

「
春
景
」
写
真

野
口
繁
男
さ
ん（
津
川
町
今
津
）

よろこ

「五月晴れ び空にまい溢れ」水墨南画
　　　　堀　幸子さん（玉川町玉）

「霧海」　写真　霧の海展望の丘（松原町）より撮影
進　正和さん（倉敷市笹沖・市内勤務）



平成１７年（２００５）５月��

短　

歌

　

華
ぎ
て
ピ
ン
ク
の
衣
ま
と
い
つ
つ
八
重
の
桜
は
俯
き
て
咲
く

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

松
山
藩
財
政
な
を
す
方
谷
の
進
め
し
葉
た
ば
こ
今
作
る
人
な
し

 

坂
田　

昭
夫
（
松
原
町
大
津
寄
）

　

春
浅
く
花
の
蕾
の
動
き
見
ゆ
老
い
し
心
も
少
し
弾
み
ぬ

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

春
の
朝
菜
園
畠
を
一
め
ぐ
り
片
隅
に
タ
ン
ポ
ポ
の
花
凛
と
咲
き

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

ほ
と
と
ぎ
す
過
疎
と
も
知
ら
ず
新
緑
の
う
ぐ
い
す
の
巣
に
卵
産
み
去
る

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

ま
た
お
い
で
見
上
げ
る
孫
は
ま
た
来
る
よ
に
っ
こ
り
笑
っ
て
川
面
に
か
す
む

 

三
村　

妙
子
（ 
川

面

町
）

　

弥
高
山
撫
で
吹
く
風
の
な
ま
ぬ
る
く
君
は
知
ら
ず
や
満
開
の
花

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）

俳　

句

　

廃
屋
の
狭
庭
彩
り
や
ぶ
椿 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

　

廃
屋
も
過
疎
の
一
景
桜
花
舞
ふ 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

ふ
き
の
と
う
午
後
も
つ
め
た
き
風
つ
の
る 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

春
雨
や
静
か
に
ゆ
る
る
桜
か
な 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

ブ
レ
ー
キ
が
効
か
ぬ
性
格
増
え
て
き
た

 

長
谷
川
祐
子
（
成
羽
町
下
原
）

　

母
の
日
は
み
や
げ
無
し
と
の
空
電
話

 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

「
多
和
山
峠
」
に
は
信
仰
も
生
ま
れ
、
交
通
安
全
、
牛
馬
の
安

全
を
祈
願
し
た
「
馬
頭
観
音
･ 
伯  
楽 
天

は
く 
ら
く 
て
ん

   
 
王 （
馬
を
つ
か
さ
ど
る

お
う

星
）･
大
日
如
来
･
明
治
四
〇
年
」
銘
の
碑
が
立
っ
て
い
た
り
、

峠
に
登
る
と「
寛
政
二 
戌 
年
」（
一
七
九
〇
）と
書
か
れ
た
地
蔵
石

い
ぬ

仏（
昔
と
は
位
置
が
移
動
し
て
い
る
）が
祭
ら
れ
て
い
て
境
目
信

仰（
峠
信
仰
）の
面
影
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

「
多
和
山
峠
」と
い
う
地
名
は「 
峠  
山  
峠 
」と
も
書
か
れ「
タ
ワ
」

た
わ 
や
ま 
と
う
げ

と「
ト
ウ
ゲ
」を
二
重
に
表
記
し
た
珍
し
い
自
然
地
名
な
の
で

す
。「
タ
ワ
」（
タ
オ
）は 
峠 
の
古
称
な
の
で
す
が
、国
字
と
い
わ
れ

と
う
げ

漢
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。山
の
鞍
部
、即
ち「
た
わ
ん
だ
と
こ
ろ
」

と
い
う
意
味
か
ら「
タ
ワ
」（
タ
オ
）と
い
う
地
名
が
で
き
た
の

は
、
平
安
時
代
以
降
と
い
わ
れ
古
く
か
ら「
タ
ワ
越
え
」な
ど
と

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
地
方
に
は
特
に「
タ
ワ
」（
タ
オ
）の

地
名
が
多
く
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
特
有
の
字
が
使
わ
れ

て
い
て
（ 
峠 

た
わ

・ 

・ 
嵶 
・ 
乢 
・ 
垰 
・
多
和
な
ど
）
い
ず
れ
も

た
お 

た
わ 

た
お

「
と
う
げ
」
の
概
念
は
な
ん
と
な
く
現
さ
れ
て
い
て
（「
方
言
文

字
」
ま
た
は
「
地
方
字
」
と
い
う
）
面
白
い
の
で
す
。
ま
た
、

峠
に
は
「 
柴  
折 
り
神
」
と
い
う
柴
を
折
っ
て 
手  
向 
け
る
信
仰
が

し
ば 

お 

た 

む

あ
っ
て
、そ
の「
タ
ム
ケ
」と
い
う
言
葉
か
ら
音
便
と
な
っ
て「
ト

ウ
ゲ
」と
い
う
地
名
が

で
き
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

今
で
は
自
動
車
の

利
用
が
一
般
化
し
、新

し
く
多
和
山
ト
ン
ネ

ル
が
で
き
て
「
多
和

山
」
の
峠
道
は
、
往
時

の
面
影
が
薄
れ
て
急

速
に
衰
え
、人
々
に
忘

れ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

七
、
多
和
山
峠

　

有
漢
町
の
西
の
端
、北
房
町（
現
･
真
庭
市
）と
の
境
に「 
多  
和 

た 

わ

 
山 
峠
」が
あ
り
ま
す
。

や
ま

　

東
の
陣
が
畝
山（
海
抜
四
八
三
�
）と
西
の
多
和
山（
四
四
五

ｍ
）に
挟
ま
れ
た「 
迫 
」に
当
る
海
抜
約
三
五
〇
�
の
位
置
に
あ

さ
こ

り
ま
す
。
峠
へ
の
登
り
口
に
は
大
谷
の
集
落
が
点
在
し
、
南
西

に
向
か
っ
て
大
谷
川
が
流
れ
て
い
て
、
巨
瀬
町
で
有
漢
川
に
合

流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
高
梁
川
と
旭
川
の
分
水
嶺
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

峠
の
ふ
も
と
に
あ
る
大
谷
地
区
は
、
江
戸
初
期
に
は
下
有
漢

村
の
枝
村
と
し
て
の
大
谷
村
で
し
た
。
後
に
は
下
有
漢
中
村
の

枝
村
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
和
三
年（
一
六
一
七
）か
ら
松
山
藩
領
と
し
て
、
池
田
氏
や

水
谷
氏
の
支
配
を
受
け
、
後
の
延
享
元
年（
一
七
四
四
）か
ら
石

川
氏
の
支
配
と
な
り
、石
川
氏
が
伊
勢
亀
山
へ
転
封
さ
れ
る
と
、

中
津
井
陣
屋
の
支
配
を
受
け
て
幕
末
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

「
多
和
山
峠
」は
古
く
か
ら
落
合
往
来
の
交
通
の
難
所
、「
多
和

山
越
え
」と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
往
来
し
、
物
資
の
輸

送
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
尾
根
越
え
の
道
を
登
り
切
る
と

向
こ
う
の
世
界
が
広
が
る「
ほ
っ
と
一
休
み
」す
る
場
所
と
し

て
、
こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
を
分
け
る
境
目
と
し
て
、
ま
た
、
文
化

を
結
び
つ
け
る
場
所
と
し
て
昔
か
ら
多
く
の
人
々
が「
多
和
山

峠
」を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
峠
付
近
に
は
集
落
も
で
き「
長

い
軒
の
宿
屋
が
あ
っ
て
ば
く
ろ
う
な
ど
が
泊
ま
っ
て
い
た
」

（「
有
漢
町
史
」）と
か
、「
今
、
う
ち
の
家
が
あ
る
と
こ
ろ
に
茶
店

も
あ
っ
た
」（
藤
森
勝
年
さ
ん
＝
有
漢
町
有
漢
・
六
九
歳
･
の
話
）

の
で
す
。

（
敬
称
略
）

昔の面影を残す多和山峠（有漢側より）
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た
わ
（
た
お
）


